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1. エチオピア都市部における伝統的ダンス 

エチオピアは 80 以上の民族と 100 を越す言語

が存在する多民族・多言語国家であり、それぞれ

に固有のダンスが継承されている。都市部の劇場

やレストランでは、市民や観光客を対象として、

各地に伝わるダンスをもとにした演目が演じら

れている。各地域におけるダンスの調査研究はヴ

ァダシィなどによっておこなわれてきた（Vadasy 

1970）。しかし都市部のダンスにかんしては、近

年、文化政策において対外イメージの向上や経済

的役割への期待が高まっているにもかかわらず、

ほとんど研究がおこなわれてこなかった。 

本発表の目的は、エチオピア都市部における伝

統的ダンスの特徴を明らかにした上で、個々のダ

ンサーの実践について、聞き取りとモーションキ

ャプチャによる動作分析をつうじて考察するこ

とである。 

発表者は、国立劇場およびアディスアベバ市内

のダンスにかんする現地調査を 2017 年 8 月から

2019 年 3 月までに約 180 日間おこなった。その

結果、アディスアベバのダンスには「地域・民族

を単位として演目を立てる」「基本的な動作の組

み合わせによって演目を創作する」という特徴が

あることがわかった。たとえば国立劇場の場合、

男性ダンサー全員を対象としたグループインタ

ビューと実演による調査をおこなった結果、国立

劇場には 26 種類の地域名・民族名を冠したダン

ス演目があり、そのなかには合計 262 種類の基本

的な動作が含まれており、ダンサーたちは各演目

における基本的な動作を組み合わせることで演

目を創作していることがわかった。 

 

 

2. ダンサーによる実践の分析 

基本的な動作の創作によってダンスの定式化

がおこなわれる一方、ダンサーたちは独自に個々

の動作の演じ方を工夫したり、観客を楽しませる

ための演出を取り入れたりしていた。 

このようなダンサーによる実践を分析するた

め、調査協力者のダンサーに「国立劇場で踊る場

合」「レストランのソロパートで踊る場合」「観客

といっしょに踊る場合」という 3 つの状況を想定

して、「ゴッジャム」という演目の基本的な動作

のひとつである、肩を上下に動かす「エスケスタ」

という動作を演じてもらった。これらを映像式モ

ーションキャプチャ用のソフト「FrameDIAS V」

（DKH 社製）をもちいてデジタルデータ化して

分析することをつうじて、状況に応じて生み出さ

れる多様な表現の特徴の分析を試みた。その結果、

同じ基本的な動作であっても肩を上下に動かす

速さを変えたり、さまざまな動作を加えたりする

ことで状況によって異なった演じ方をしていた。

また、一定のペースを保ちながら演じるために、

頭のなかで、それぞれの状況で異なった歌をうた

う工夫をしていることがわかった。 
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